








目 的 

 分娩中,母体には種々のストレスが作用する。これらのストレスの母体に対する影響がさ

らに胎児にも影響を及ぼすことが知られている。前年度の本研究において,分娩時間が 10

時間以上の場合に,分娩時間と臍帯血 cortisol 濃度との間に正の相関が存在し,しかもこ

の濃度のばらつきが大きくなることを示した。このような胎児のストレス反応と将来の精

神・身体的発育との関係を検討する基礎とするために,今回は母子の交感神経系・副腎髄質

のストレス反応を研究した。 

 最近,従来の砕石位分娩に対して坐位分娩が,種々な点において母体にとってより楽な状

態で行われうるといわれてきている。すなわち,坐位分娩は砕石位分娩に比較して母子に対

するストレスがより小さいと考えられる。 

 そこで,本研究は坐位分娩と砕石位分娩における母子のストレス反応を比較検討した。 


